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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりで危険木の伐採・草刈りを行います。 

日 時：6月 9日（金）、24日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 6月、7月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：6月 3日（土）、11日（日)、12日（月）、19日（月） 

    7月 1日（土）、 9日（日）、10日（月）、18日（火） 

作業時間：10:00～15:00                                  （福田記) 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4 日曜日に定例活動をしています。 

6月は、10日（土）、25日（日）の予定です。 

 
 

目 次 
 
 

 1P 活動予定 

 8P 活動報告 

17P  リレーエッセイ 

18P おすすめマイ･フィールド 

20Ｐ 月刊ブックレビュー 

21P 掲示板 

21P 編集後記 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ヤマボウシ＠四季の森公園   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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集合は、8：30で橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前です。ここからレンタカーに乗り合わせて 

(レンタカー代 300円負担）約 30分、相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山国有林で森林整備をしています。 

持ち物は、弁当、飲み物などです。なお、ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり借りられます。 

天候等による中止は、降水確率が終日高い、または台風・雪など活動中や現場までの道のりに危険が予想される

場合です。その際は、前日の 18時までに「調整さん」に中止の旨が書き込まれます。 

 

※※※「フォレスト 21さがみの森」とは※※※ 

「さがみの森」は、仙洞寺山国有林の一部 4.5haを活用し、1997年 2月皆伐跡地の枝幹を片付け、植林できるよ

うに地拵えしたことから始まりました。運営は森づくりフォーラムと東京神奈川森林管理署の二者間で「ふれあ

いの森」協定を結んで行っています。 

今後、JFIKでは天然更新してきた箇所の選択的除伐を行っていく予定です。 

 

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※ 

①下記の専用フォームに入力してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform 

その際、｢フォレスト 21 さがみの森｣を知ったきっかけについて、｢NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会

の紹介｣と入力してください。 

②または、｢フォレスト 21さがみの森｣担当の樋口満里さんにメールしてください。 

E-mail：sagami@moridukuri.jp  

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 

第一ライトビル 405号室  TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 

 

※※※2回目以降※※※ 

登録すれば個人宛に案内が届くようになるので「調整さん」に入力してください。         (久保記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「鎌倉・滑川下流域の自然と歴史を訪ねる」 

今回は大橋が企画しています。 

日 時：6 月 14 日（水）、17 日（土） 注：両日とも雨天実施（荒天中止） 

集 合：JR 鎌倉駅 西口改札外 10:00 

解 散：JR 鎌倉駅 14:30 頃 

募集定員：各回 35 名 注：昼食場所の関係で募集定員が少なくなっています。 

コースの概要：JR鎌倉駅 → 大巧寺 → 本覚寺 → 妙本寺 → 鎌倉婦人子供会館（集会室内で昼食） 

→ 常栄寺（ぼたもち寺） → 安養院 → 由比若宮(元八幡) → 一の鳥居 → 和田塚 → 六地蔵 

→ 問注所跡 → JR 鎌倉駅 

歩行距離：約 5㎞ ほぼ、平坦な道 

今回は、滑川が形成する低地（沖積低地）の下流域を散策します。 

北条氏によって滅ぼされた比企一族の屋敷跡とされる比企谷に建つ妙本寺。北条政子の法名である安養院が

寺名になったと伝わり、本堂には北条政子の像などが安置され、また、本堂裏手には、北条政子の墓と伝わ

る石塔が残されている安養院。源氏と鎌倉の縁の始まりの宮、また、鶴岡八幡宮の元宮と伝わる由比若宮

（元八幡）。若宮大路の南端に立てられている一の鳥居（浜の大鳥居）。北条氏との武力衝突（和田合戦）で

敗れた和田一族の屍を埋葬した塚として伝わる和田塚。等々の史跡を静かな裏道を歩きながら訪ねます。 

さて、滑川低地下流域には、大きな海岸砂丘が形成されていて、その影響で、昔の滑川は、たびたび流路を

替え、また、氾濫を起こしていました。史跡を訪ねながら、海岸砂丘の分布も確認してみたいと思います。 

申し込み：実施日の 5 日前までに、参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置まで、ご連絡ください。 

（大橋記) 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
mailto:sagami@moridukuri.jp
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★■四季の森公園 

 6月～7月上旬の予定は以下の通りです。集合はいずれも北口管理事務所前です。 

 

「特定植物観察会～コケの仲間」 

 四季の森公園北口からしょうぶ園にかけて、地面、岩、樹幹などをじっくり探すと 30種くらいのコケ植物が見

られます。ルーペを使用することで、ミクロな世界を覗いてみましょう。下見に参加される方は、10倍程度のル

ーペをお持ちでしたらご持参ください。 

 

事前下見：6月 10日（土）10：00～11：30 

当日下見：6月 17日（土）10：30～12：00 

本  番：6月 17日（土）13：00～14：30（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 里山花壇～はす池南東側周辺 

スタッフ：リーダー：金子 サブリーダー：上野、高田(裕) 

 

「自然を訪ねて～シダの観察」 

 どれもよく似ていて種類を見分けるのが難しそうなシダですが、見分けのポイントから学んでいきましょう。

これがシダ？というようなシダらしくないシダもあります。見て触ってそれぞれの個性を確かめてみましょう。 

 

事前下見：6月 11日（日）10：00～12：00 

当日下見：6月 18日（日）10：00～12：00 

本  番：6月 18日（日）13：00～15：00（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 はす池・あしはら湿原周辺、しょうぶ園ほか 

スタッフ：リーダー：日比野 サブリーダー：高田(裕)、嶺 

 

「特定植物観察会～ヤマユリ」 

四季の森公園ではヤマユリのつぼみが膨らみ始め、７月上旬には公園内の里山周辺で、華麗な花を咲かせるこ

とでしょう。かつて、“golden banded queen (金色の筋の入った女王)” として欧米の人々をとりこにしたヤ

マユリを、一緒に観賞しませんか。 

 

事前下見：後日メーリングリストでお知らせします。 

当日下見：7月 8日（土）10：30～12：00 

本  番：7月 8日（土）12：00～14：30（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 里山花壇～はす池南東側周辺、里山稜線 

スタッフ：リーダー：広川 サブリーダー：佐藤(淳)、久野 

 

本番に参加される場合は、公園に電話（045-931-7910）か管理事務所窓口でお申し込みください（メール不可）。

定員は 20 名、申込期間は実施日直前の 1 週間です。スタッフへの連絡は必要ありませんが、当日は現地で声を

かけてください。下見に参加される場合は、リーダーにご連絡ください。資料を送ります。下見だけの参加も大

歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。          （四季の森公園担当者 記） 

 

  

 
    フルノコゴケ 
 

 
ベニシダの胞子のう群 

昨年は花被の変異体も発見 
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■室内勉強会（オンラインで実施） 

6月の室内勉強会は H20の角田さんに講師をお願いして、「安全講習会」を実施いたします。 

 

日 時：6月 9日(金)  19:30～21:00 

テーマ：2023年度安全講習会 

講 師：角田昌司（H20） 

概 要：今回の安全講習会は、久しぶりに開かれる安全委員会を WEBで会員の皆様に公開開催し、見ていただき

ます。その後に安全講習会に切り替えて、皆様のご意見等もお聞きしながら今後の安全対策に繋げていきたいと

思います。5 月から新型コロナウィルスによる感染症が第 5 類に引き下げられました。各イベントにおいても感

染対策等変化が見られたと思われます。各イベント担当者からは感染対策だけでなく様々な安全対策の実情など

も報告いただく予定です。また、CONE保険についても簡単に説明をいたします。          （講師記) 

 

参加方法等：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅のPCやスマホから、Zoomミーティングの

URLをクリックして参加してください。 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com          📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com  📱：080-1081-1034  

                                            （佐藤(淳)記） 

 

■山こい倶楽部第 93回企画「入笠山」 

5月の山こいは残念ながら雨で中止となりましたが、6 月の山こいは長野県の入笠山です。山こいでは初めて訪れ

るエリアで、植物との出会い、山頂からの景色が楽しみです。今回のリーダーは中澤(均)さん、サブリーダーは

久保さんです。 

概 要： 

入笠山(1955m)は長野県富士見町と伊那市にまたがる山で、日本三百名山、山渓花の百名山などに選定されていま

す。2000m近い高山でありながら、ゴンドラを利用すれば山頂まで標高差約 200ｍ、僅か 40分程で登頂できます。

晴れたら山頂からは南アルプスや八ヶ岳、富士山などの眺望が抜群に良く、湿原などでは様々な高山植物に出会

うことができます。 

日 時：6月 11日（日） 

場 所：入笠山 

集 合：JR中央本線 富士見駅 改札口 9:50（富士見駅 10:00発無料送迎バスに乗車予定） 

   （往路参考） 

    八王子駅 8:02(特急あずさ 3号乗換なし)富士見駅 9:42   2310円+1580 円 

    または 

    八王子駅 6:53(普通乗換なし)富士見駅 9:51   2,310円 

           集合時間はシャトルバスの発車時刻が 10：00のため 9：50としていますが、普通列車を利用する場

合到着時刻が 9：51になります。申し込みの際、普通列車を利用する場合はお申し出ください。 

      集合時間に集合した参加者はシャトルバスに移動をする予定です。 

解 散：JR中央本線 富士見駅 15:10（富士見パノラマスキー場 15:00発無料送迎バスに乗車予定） 

  （復路参考） 

   富士見駅 15:29(小淵沢駅乗換特急あずさ 42号)八王子駅 17:32   2310 円+1580円 

   富士見駅 16:04(特急あずさ 78号乗換なし)八王子駅 17:52   2310円+1580 円 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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      または 

   富士見駅 15:29(普通甲府駅乗換)八王子駅 18:48 2,310 円 

行 程： 

 （集合）富士見駅 10:00<バス>富士見パノラマスキー場 10:10<ゴンドラ>山頂駅 10:40～すずらん山野草園～ 

入笠湿原～入笠山 12:00-12:30～大阿原湿原～入笠湿原～山頂駅 14:20<ゴンドラ> 

富士見パノラマスキー場<バス>富士見駅 15:10（解散） 

歩 行：3時間 10分 行動時間：3時間 40分(山頂駅から山頂駅) 

参加費：500円、他にゴンドラ往復料金 2,000円（クレジットカード、QRコード決済等利用可） 

装 備：昼食、行動食、飲み物、春山ハイキングの装備、防寒着、雨具、保険証、レジャーシート、 

あればストック、双眼鏡など 

リーダー   中澤 均（090-6185-7923） 

サブリーダー 久保 典子（090-5311-1281）                          (中澤記) 

注意事項： 

 * 発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

 * 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

 * 高所で紫外線が強いので、目や皮膚の弱い方は対策をしてください。 

 * 不明な点は事務局までご連絡ください。 

参加を希望される方は 6月 8 日（木）までに松井までメールでお申し込みください。 

(山こい事務局 松井公治 ma1950koji@yahoo.co.jp） 

 

 

■森こい倶楽部第四十七回案内 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加

ください。 

テーマ：中津往還花菖蒲の里・八菅山の樹林から鳶尾山を越えて（愛川町、厚木市） 

プラス Oneテーマ:ハナショウブ（花菖蒲） 

開催日：6月 4日（日）9:45～15:30 

集 合：小田急線 本厚木駅中央改札外  9:45（時間厳守） 

    駅から徒歩 10分の厚木バスセンターから 10:05発のバスに乗車します。（駅前は通りません） 

リーダー：久野 正樹（H25） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策：朝の検温報告はしていただきます。ガイドはマスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお

願いします。 

申し込み：ご参加の方は、6 月 2 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

愛川町・中津往還町並み・美林散策コースから、厚木市鳶尾山をぬけて、桧谷の厚木市古民家岸邸を訪ねます。 

厚木バスセンターから愛川町、局前までバスに乗車します。中津往還では、かつて養蚕が盛んでした。中津川

河岸段丘上の、明治時代の豪農熊坂家古民家山十邸（後に戦前の思想家大川周明が居住）（国登録有形文化財）や

明神社・龍福寺などの樹木・庭園を周ります。河岸崖の中津層露頭を観察し、里地に下り、下谷地区用水路沿い

の花菖蒲の里（かながわ街並み 100選）を散策します。八菅橋を渡り、八菅山（225m）いこいの森に上がります。 

日本武尊・役小角（えんのおずぬ）・行基所縁の修験道の霊場、八菅神社はスダジイなどの社叢林（愛川町ふる

さとの木）が美しく、神奈川県の天然記念物になっています（かながわ景勝・美林・公園・探鳥 50選）。神社を

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
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庇護した海老名季貞の墓も参ります。尾根道に出て、お花見広場（昼食予定）・やすらぎ広場・展望台などを巡り、

谷沢筋の多様性豊かな「みずとみどりの青空博物館」を下ります。あおぞら館で休憩し、大沢橋から、厚木市に

入り、明るく開けた一等三角点鳶尾山（234m）から雄大な眺望を楽しみます。尾根筋を一気に、みはる野団地に

下り、また桧谷の里地に入ります。薬師堂や屋敷の厚木市保護指定木を鑑賞し、厚木市指定文化財の明治時代の

古民家岸邸を訪ねます。重厚な庭園と屋敷の随所に凝った丁寧に仕上げられた木彫意匠が見られます。 

帰路は近傍の久保バス停から乗車し、本厚木駅前まで戻ります。 

初夏の里地里山の変化あるコースをお楽しみください。 

 

コース概要：小田急本厚木駅→厚木バスセンター🚻🚏→🚍→🚏局前（愛川町）→（中津往還）古民家熊坂山十邸

🚻→明神社→龍福寺→近藤坂→（下谷の里道）（はな）しょうぶの里→中津川八菅橋🚻→（八菅山いこいの森）海

老名季貞の墓→八菅神社🚻→お花見広場🚻（昼食）→やすらぎ広場・展望広場→（みずとみどりの青空博物館）ト

ンボ池→あおぞら館🚻→大沢橋→青年勤労の碑→まつかげ台分岐（厚木市）→鳶尾山→みはる野大谷公園🚻→桧谷

里地→桧谷薬師堂→厚木市古民家岸邸🚻→久保🚏→🚍→🚏本厚木駅前🚻（解散） 

歩行 7㎞（アップダウンがあります、トレッキングシューズなど足元をしっかりして参加ください） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

（事務局代表 久野） 

 

■森こい倶楽部第四十八回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：涼を求めて、子安の里・前田川渓谷から海浜植物の天神島を巡る（葉山町、横須賀市） 

プラス Oneテーマ:海浜植物 

開催日：7月 2日（日）10:00～15:30 

集 合：京浜急行 汐入駅改札外 10:00  

リーダー：久野 正樹（H25） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

社会情勢を鑑み、原則コロナ以前の状態に戻っての活動とします。ガイドは当面マスクをしますが、参加者の皆

様は自己判断でお願いします。 

申し込み：ご参加の方は、6月 30日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

バスで湘南国際村センターに上がり、相模湾・伊豆箱根大山方面の眺望を楽しみ、欧風な住宅地の緑道を一気に

子安の里に下ります。軽部氏が開いたと伝わる子安の緑深い里地里山では石仏群が出迎えてくれます。関渡川遊

歩道、渓谷沿いの関根御滝不動尊湧水などで涼をとります。立石海岸に出ると、安藤広重が描いた巨岩が目前に

直立しています。相模灘の眺望を楽しみながら昼食です。海風と潮騒を感じながら秋谷海岸を少し歩き、和田義

盛が妻の巴御前を祀った正行院の里地に入り、緑に包まれた前田川渓谷のせせらぎの上を歩けば涼気が頬を撫で

てゆきます。三浦一族芦名の里に入り、海洋性照葉樹林に点在する十二所神社、淡島神社に歴史を感じながら芦

谷漁港・マリーナ経由、海浜植物の宝庫天神島に向かいます。天神島では、ハマオモト（ハマユウ）・ハマボウ・

ハマゴウ・スカシユリなど多くの海浜植物と、地球の躍動を感じる磯台地を周遊します。夏到来シーズンですが、

里地の緑蔭、渓谷のせせらぎ、海浜植物の海風の涼を感じることができる、三浦半島を味わい尽くしてください。 

コース概要 

京急汐入🚻🚏→🚍→🚏湘南国際村センター→グリーンパーク🚻→子安の里（軽部家長屋門→子安三叉路の庚申塔

→子安観音の石仏→関渡川遊歩道→関根御滝不動尊（湧水））→立石公園🚻（昼食）→秋谷海岸→若命家長屋門→

mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
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正行院→前田川遊歩道🚻→（浄楽寺）→十二所神社（芦名経由）→淡島神社→芦名漁港→南光院→湘南サニーサ

イドマリーナ→天神島臨海自然教育園🚻（天満宮）→🚏佐島マリーナ入口（解散）→🚍→🚏JR・京急逗子/京急横

須賀中央🚻 

歩行 8.5㎞（最初は下り中心、後は若干アップダウンがありますが、ほぼフラットな行程です） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

9 月 3日（日） 大山街道二子～溝口、宿場の名木古木と史跡（川崎市高津区） 

10 月 1日（日） 淡水魚の里・水郷田名、相模川段丘の自然と史跡（相模原市中央区） 

11 月 5日（日） 化粧坂から常盤山緑地・常盤邸跡、大仏切通（鎌倉市） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2023第 7回「富士山奥庭と御中道」（案内人：中澤均） 

平地では夏鳥が見難くなる時期ですが、高山では野鳥の活動が活発とな

ります。富士山は高山でありながら、比較的簡単にアクセスできる野鳥観

察に最適なフィールドです。 

富士スバルラインを登った五合目手前の「奥庭の水場」にはこの時期、

ルリビタキ(写真：水浴び後のルリビタキ雄)、キクイタダキ、ウソ、カヤ

クグリなど、綺麗な小鳥たちが入れ替わり立ち代わり訪れ、間近に観察で

きます。またその上の御中道ハイキングコースでは、梢でさえずるビンズ

イやホシガラスなど、高山ならではの野鳥観察ができます。 

 

・日 時：6月 28日（水）9:20～15:30頃 

・集 合：富士急行線「富士山」駅改札 9:20 

「富士スバルライン五合目」行 9:30発バス乗車、「奥庭入口」10:25着予定 

現地集合 奥庭入口駐車場 10:30 

・解 散：「富士スバルライン五合目」バス停 15:30頃 

「富士山」駅行 15:50 乗車可能、「富士山」駅 16:45着予定 

・コ ー ス：富士山駅(集合)<路線バス>奥庭入口    (現地集合)→奥庭の水場→奥庭展望台（昼食）→奥庭の水場

→奥庭入口    →御庭→御中道→富士スバルライン五合目    (解散)<路線バス>富士山駅 

・参 加 費：500円（その他往復バス代 2,300円） 

・装 備 等：春のハイキング装備（雨具・防寒具含む）、ハイキングシューズ、お弁当、飲み物、レジャーシート、

双眼鏡、スコープ（お持ちの方）、野鳥図鑑 

・参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人 

（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります) 

・参加申込：本番 2日前までに Eメールで鳥こい幹事 中澤(均) h-naka@k04.itscom.net まで。 

高山の為 CONE保険の対象外となりますので、各自の保険で対応お願いします。 

現地集合の場合は、その旨お知らせください。 

・中止判断：雨天・荒天予報の場合は中止します。 

中止の場合は、前日午前中までに JFIK-ML にてお知らせします。 

      高山の為、天候が急変する場合もあります。途中で中断や中止もありえますので、ご了承下さい。 
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■2023年度第 1回目谷本(小学校)森保全作業 

日 時：5月 20日(土) 9:00～11:00 雨後曇 

場 所：横浜市立谷本小学校（青葉区）隣接校有森林及び体育前

校庭 

参加者：児童 67名､保護者､教職員 49合計 116名 

JFIKスタッフ：足立、河野、田中、松田 

 

概要： 

 集合段階で小雨が続いていましたが、予報で後曇との事で実施

を決めました。参加者は前回より少し少なく 116 名となりまし

た。 

JFIKスタッフは 8時 30分に校庭に集り､下見と事前の打ち合わ

せ等を行います。注意事項としては 5月 7、8日の強風雨で落葉が

遊歩道に溜まっていること、前夜の雨で遊歩道が滑りやすいこと

に注意する等でした。 

教職員も同じく作業道具や補修材料の準備、長机等の設営にか

かります。参加者は 8時 45分受付開始、5月 8日以降コロナ対策

が大幅に緩和され、前回までの健康観察票の提出、検温等は中止、

またマスクをしている人は半分位でした｡ 

高橋校長先生、PTA 役員の挨拶の後、JFIK スタッフが作業内容

と班分け等について説明します。今回の作業は次の通りです。 

① ビオトープ(生息池)周辺清掃､除草 

② 遊歩道の清掃(落葉集め、除草) 

③ 遊歩道の階段の整備、補強 

 この内、①は 1,2年生と保護者、②は 3，4年生と保護者、③は

5,6 年生と保護者(おやじの会)が分担します。担当の先生の話では

今回も 2,3割がリピーターで 7割位が初めての人ということです

が、保護者はもちろんの事生徒たちも JFIKスタッフ、教職員の指

導宜しく慣れた感じで作業を行いました。 

 保全作業は 1時間一寸で終了。落葉が片付けられにきれいになっ

た遊歩道を通って校庭にもどり、使った道具の後片付けをします。 

前回に引き続きとして､田中さんによる､この保全作業と関連付け

ての環境教育を行いました。大きな模造紙の資料を使い、「人間と

木の違い」、「人間に必要なもの」、「それを育んでいる森林の大切さ」

等について質問し、解説します。質問に対しては､児童より正確な

答えも返って来ました。 

この後のネイチャーゲームは「私は誰でしょう(動物当てゲーム)」

です。自分の背中に着けられた動物が何かを、周りの人たちにクイズの様に質問しながら考えていくことで生き

物の特徴や多様性、分類の方法、生き物の暮らしぶりを学ぶきっかけづくりをします。8 人程度で 3 班のグルー

活動報告 

遊歩道の清掃 

 

遊歩道階段補修 

環境教育 

ネイチャーゲーム「私は誰でしょう」 
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プを作り開始しました。谷本小学校では初めての事であり、最初に鬼になった児童は少し戸惑いがみられました

が、慣れるにつれて希望者が増え、ほとんど人が鬼になりこのゲームを楽しんだようでした。 

最後にスタッフ持参のドングリを教職員から受け取り解散しました。           (文と写真松田) 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：5月 6日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 46名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア：18名 ファミリー/こども里山体験班：16名 

    横浜メダカの会：4名) 

作業内容●ゾーン 8の竹林保全 ●久右衛門邸庭園除草作業指導（対象：利用者さん） ●キンラン、ギンラン

の株数調査 ●こども里山体験班：午前は堆肥集め、午後は里山体験 ●横浜メダカの会：メダカ池の環境整備、

水質調査、生物調査 

 

 

作業 2回目 

日 時：5月 14（日）10:00～15:00 

参加者：合計 31名（JFIK：4 名 地元・地域ボランティア：4名 ファミリー・こども里山体験班：13名 

見学：10名） 

作業内容：●ゾ－ン 8下部林床のササ刈り、除草、灌木等の除伐 ●ゾーン 6キンラン、ギンランの株数調査 

    ●こども里山体験班：里山散策、保全活動の説明、モミジイチゴの味見 

 

こども里山体験班 集合写真 

ゾーン 8での作業 ゾーン 8で処分したものを集積 
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作業 3回目  

日 時：5月 15日（月）雨のため中止 

 

作業 4回目 

日 時：5月 22 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 16名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：8名 見学：1名） 

作業内容：：●谷戸の会の小屋裏周辺で、先月までに駆除出来なかったタケの駆除 ●アジサイ園の草刈りとし

がら柵づくり 

           （福田記） 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて 

       ～大庭城の歴史と引地川の自然を訪ねる～ 

日 時：5月 1７日（水）、20日（土） 10:00～14:30 

参加者：40名（17日：28名、20日：12名） 

スタッフ：山路、菅原、久野、花田、佐藤（淳）、昆野、田口（7名） 

コース：JR辻堂駅→大庭小学校バス停下車→裏門公園→大庭城址公園→舟地蔵→引地川親水公園（昼食） 

大庭神社→引地川散策→柏山稲荷神社→養命寺（解散） 

 

藤沢市のほぼ中央に位置する大庭地区は、縄文、弥生の時

代から人々が暮らしていた土地でした。古くから人々に大庭

城山（おおばしろやま）と呼ばれ親しまれてきた「大庭城址」

は歴史性や緑豊かな山の特性を生かし、昭和 60 年に「大庭

城址公園」として開園しました。「引地川親水公園」は旧建

設省の「ふるさとの川モデル事業」の指定を受け、河川の改

修事業とともに整備され平成 9年に開園。大庭遊水地も兼ね

ており、川の流れをうまく利用した公園で、湿性植物などの

観察ができます。 

刈り取った草をしがら柵に集めた タケの駆除 

大庭城址のクスノキ 
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JR 辻堂駅に集合、バスで大庭小学校下車。「裏門公園」、大庭地区を流れる小糸川の洪水防止のために整備され

た遊水地で、一般の人は入れず公園内は手つかずの自然が残

る場所です。野鳥観察のための板塀の窓がありますが残念な

がら野鳥には会えませんでした。公園横のトネリコを観察し、

大庭城址へ向かいます。 

大庭城は東に引地川、西に小糸川が流れる舌状台地で天然

の要害です。昭和 43年から発掘調査が始まり多くの建物跡や

堀跡などが確認されました。大庭景親の居城だとされてきま

したが、発掘調査の結果、室町、戦国時代の城郭跡と判明し

ました。戦国時代の堀や土塁の「土の城」を訪ね、緑豊かな

公園内でクスノキ、メタセコイア、ユリノキ、イボタノキ、

ヤマボウシなどの樹木観察をしました。広い芝生にはニワゼ

キショウの花が群生、ミズキの近くでは異常発生で話題にな

っているキアシドガの乱舞が見られました。 

 大庭城址公園を南側から下り、藤沢市の指定重要文化財に

なっている「舟地蔵」へ。小田原北条氏が大庭城に攻め入る

際、老婆に沼地の水が干上がる方法を教えてもらい、口封じ

のために殺してしまったという悲しい伝説のある史跡です。 

引地川親水公園の芝生広場でアキニレ、ラクウショウ、ハ

ンノキなどを観察、また木道のある湿地帯ではミゾコウジュ、

ヘラオモダカ、ウキヤガラ、アシなどの湿生植物、抽水植物

の観察をしました。 

午後は川沿いの森の中にひっそりとたたずむ相模国十三社

の小社、大庭神社を訪ねました。鳥居をくぐり 108段の階段を登ります。大庭神社から緑地で続いている「ふる

さとの森」を抜け、大庭地区の水田風景、引地川の散策を楽しみました。2019年の台風被害のため立ち入り禁止

になっている大庭景親創建の柏山稲荷神社の横を通り、旧東海道沿いにある曹洞宗の寺、養命寺まで歩きました。

養命寺には国重要文化財指定の薬師如来座像が安置されていましたが、現在は鎌倉国宝館に保管されています。 

17 日（水）は晴れて気温が高くなりましたが、程よい風があり思ったより過ごしやすい一日でした。20日（土）

は前日のどしゃぶりの雨で山道が滑りやすいため安全を考えて、「大庭神社」から「ふるさとの森」は歩きません

でした。両日とも無事終了いたしました。                          （田口記） 

 

■四季の森公園「特定植物観察会～キンポウゲの仲間」 

日 時：5月 6日（土）13：00～14：30 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

参加者：一般 12名（うち JFIK 会員 1名）、公園職員 1名 

スタッフ：日比野、内間、佐藤(淳) 

 

 汗ばむ陽気の中での観察会となりました。まず、リーダーからキンポウゲ科はとても多くの種を含む大きな科

であること、花の形は非常にバラエテイーに富むことなど簡単な説明がなされました。その後、2班に分かれ、2

人のサブリーダーがガイド役となって実物の観察が始まりました。最初は北口広場でのセリバヒエンソウ（オオ

ヒエンソウ属）とオダマキ（オダマキ属）の観察です。どちらも花の構造は立体的で、セリバヒエンソウは左右

ラクウショウの観察 

養命寺 
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相称、オダマキは放射相称と一見したところ随分違いますが、

実になったものを比べるとどちらもやや細長い袋果で似通っ

ています。また、本当の花弁よりも目立つ花弁化した咢をも

つことも共通点です。手に取って観察する前に、「芹葉飛燕

草」、「苧環」と名前を漢字表記したものが示され、和名の由

来が説明されました。さらに部分名称を示した写真や図を用

いた説明を聞いた上で顔を近づけて観察しました。オダマキ

は、例年花を咲かせていた会議室裏の株が出ていなかったた

め、JFIK会員の参加者とスタッフが用意した鉢植えを用いま

した。特異な形をしたオダマキの仲間抜きのキンポウゲ科の

観察会は寂しいとのスタッフたちの気持ちからでした。春に咲

く園芸種のオダマキはミヤマオダマキを原種とすることも説明されました。セリバヒエンソウについては、明治

時代に中国から渡来したものが逸出した帰化植物で、公園によっては駆除していることなども話題になりました。

また、熟した実から種子を取り出して拡大鏡で観察し、表面にらせん状の溝があることが確認でき小さな歓声が

上がりました。 

 園内を散策しながらの観察に移った後も、開花していた種

や開花前でもよく見られた種については、概ね、名前を漢字

表記したものや花の構造を図示したものなど用いた説明がな

されました。キンポウゲ属のコバノハイキンポウゲは近年ヨ

ーロッパから持ち込まれ逸出したもので、花弁化していない

咢と黄色い花弁をもちます。花はウマノアシガタとそっくり

で、開花・結実していました。実は痩果で一つの花に多数で

きます。ケキツネノボタンもキンポウゲ属で、開花・結実し

ていました。園内にはキンポウゲ属としてタガラシ、園芸種

のラナンキュラスもあり、タガラシは 3～4月に水田わきで、

ラナンキュラスは4月に会議室裏で開花が確認されています。

センニンソウ属では、秋に開花するセンニンソウの茎・葉を園内複数個所で、開花中のハンショウヅルと園芸種

のクレマチスを各々1か所で観察しました。この属は咢が花弁化しており花弁を欠きます。 

他のキンポウゲ科の植物として、ツクバトリカブトとアキカラマツの茎と葉、概ね空になっていた袋果をつけ

たヒメウズを観察しました。2 月に開花したセツブンソウ、4月に開花していたニリンソウは、先月まで葉や実が

見られましたが、今回はどちらも確認できませんでした。キンポウゲ科以外で当日印象が強かったのは、落ちた

花弁がバニラの匂いのホオノキ、満開のエゴノキ（オトシブミの揺りかごもたくさん）、カラムシの葉を食べてい

たフクラスズメの幼虫の鮮やかな装いとアップテンポのダンス、でした。また、端午の節句に因み、はす池に咲

いていたショウブ科のショウブの花を紹介し、並んで咲いていたアヤメ科のキショウブが水散布種子をつけ繫殖

力の強い外来種であることも話題にしました。                      （日比野 記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～花の不思議」 

日 時：5月 21日（日）13：00～15：00 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

参加者：一般 19名（うち JFIK 会員 1名） 

スタッフ：佐野(仁)、日比野 

 

セリバヒエンソウの説明 

ケキツネノボタンの観察 
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 新型コロナウィルス感染症の 5類感染症以降後初めての観察会でした。ビジターセンターに掲示されていた飲

食禁止の張り紙はなくなっており、職員のお話では会議室の入室人数も 8 人から元通りの 24 人（机椅子有り）

に戻したとのことでした。以前北口広場にあった丸テーブルと椅子は今のところしまったままのようです。 

 今回はほぼ定員いっぱいの予約人数とのことでしたが、検温と手指消毒がなくなったためか受付で列ができる

様子はなく、期待で目がキラキラの中高年の男女の団体が形

成されていきます。定刻少し前に全員が集合し、観察会が始

まりました。見たところ、多分全員がマスクを着用していた

ようです。私たち JFIK のスタッフも公園職員もマスク着用

でした。リーダーが今日のテーマについての簡潔な説明をし

た後、二グループに分かれて観察に出発しました。今日のタ

イトルは「花の不思議」ですが、中身は花粉媒介を中心とし

た植物の生存戦略、すなわち「あの手この手で虫を誘惑し、

保険もかけてる植物たち」となります。コースははす池とあ

し原湿原一周で、本稿では反時計回りに歩いた班の様子を記

していきます。 

 北口広場では、ハツユキカズラの花を観察。テイカカズラ

の園芸品種ですが花は小さく白い斑入りの葉に埋もれて目立ちません。満開のサツキでは、蜜標、雄しべ・雌し

べの向きなどを観察し、ヒトには見えない紫外線が昆虫では可視光線になっていることも話題にしました。また、

配布資料で咢も花弁もない「無花被花」の例としてあげられているドクダミを観察。花弁のように目立っている

総苞、穂状の花序につく雄しべ・雌しべの様子を観察しました。 

 はす池の岸近くには盛りは過ぎたもののキショウブがまだ咲いていました。配布資料に花弁と咢がそっくりな

「同花被花」の例となっているアヤメの仲間ですが、後で出てくるニワゼキショウほどそっくりではありません。

花弁化して大きく目立つ咢（外花被）、小さめの花弁（内花被）、花弁のように目立つ雌しべとその下に隠れた雄

しべの様子を観察しました。種子が水散布で繁殖力が旺盛

な外来種であることも説明しました。そばには、穂状の花

序をつけているショウブ科のショウブ、数個の穂状の花序

のうち最上部の花序だけ雄花と雌花をつけ、他は雌花だけ

の雌花序になっているカヤツリグサ科のアゼナルコなども

あり、興味深く観察しました。 

 頭上にセンダンの花、対岸に白い総苞片が目立つヤマボ

ウシの花、閉鎖花をつけたタチツボスミレ、ノゲシ、アイ

ノゲシ、オニノゲシ、アレチギシギシ、実をつけたスイバ

の雌株、ナワシロイチゴ、自家受粉の確率が高いアメリカ

フウロなどを観察しながら進みました。折り返し地点の少

し手前にノアザミが咲いていました。配布資料にあった「雄

性先熟」の実際を模型と実物で学びました。花粉を出し始めた花はありましたが、柱頭が開いた雌性期の花はま

だありませんでした。総苞がべたつくことも確認できました。 

 シナサワグルミの実、4 枚の総苞片内側のヤマボウシの花の集まり、クリの花序、実をつけたセリバヒエンソ

ウ、開花しているギシギシ、コウゾリナ、ハナイカダの実などを観察しつつ、春の草原に至りました。ここには、

本当に外花被と内花被がそっくりなニワゼキショウとオオニワゼキショウが咲いています。両者それぞれにおけ

る外花被と内花被のわずかな違い、両者間における花と実の大きさの違いを観察しました。また、オオバコも花

期を迎えており、穂の上部から下部に向かって雌性期、雄性期、実ができつつある部位となっている「雌性先熟」

の様子を確認しました。ムラサキサギゴケもきれいでした。 

 里山花壇付近で、ドクダミ同様無花被花ですが白い雄しべが目立つフタリシズカ、咢が花弁化し花弁を欠く「単

花被花」のクレマチスの花と若い実を観察し、多くがすでに結実し、2 輪だけ咲き残っていたカラタネオガタマ

の香りを吸い込んで北口に戻り解散しました。五月晴れの下、気持ちのよい観察会でした。  （日比野 記） 

サツキの花を観察 

花盛りのヤマボウシ 
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■室内勉強会「めばなとおばなのものがたりー単性花はおもしろい」 

日 時：5月 12日(金) 19:30～21:00 

講 師：小池一臣さん（H27） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立(正)、内間、角田、梶浦、加納、久保、藏田、佐野(仁)、菅原、鈴木(敏)、須山、瀬尾、高田

(裕)、鳥越、中澤(均)、中山、西岡、塙、羽田、日比野、広川、松井、三樹、山本(明)、吉無田、佐藤(淳)、

嶺 計 27名 （敬称略） 

 

概要： 

講師の小池さんは 18 年間「花日記」というブログで花の写真を発信さ

れてきて、昨年 8 月に本を 1000 部自費出版された。これまで両性花に

関する本は巷に沢山出回っているが、単性花に関する類似書が殆どなく、

希少価値の高い写真が多いなど外部の評価も高く、日本各地の公共図書

館で 210冊程が所蔵されているとのこと。また、ブックファーストの青

葉台店では、朝ドラで再度注目を浴びている牧野富太郎の関連本の間に

小池さんの本が置かれていたとのことで、これも小池さんの本の評価が

高いことの裏付け。 

 

小池さんのお話をこの報告メモでカバーすることは到底無理なので、観察会等で日頃見かける植物を中心に、個

人的に興味を持った点のみ以下に書き出してみた。 

・被子植物の 30％、裸子植物のほとんどが単性花。 

・単性花は両性花に比べて地味で目立たない。その理由として、両性花の殆どは虫媒花で、昆虫を引きつける必

要から目立つものが多いが、単性花の多くが風媒花で雌花は目立つ必要がないため。大きさも数ミリしかない

ものが多い。 

・単性花の雌花は花と呼べないようなユニークな形のものが多い。 

・単性花の雄花は花粉を沢山飛ばす必要から房状のものが多い。 

・雌雄同株の雌花は自家受粉を避ける為に高いところにあるものが多い。 

・単性花のこのような性格から、小池さんは何度も足を運んで見つけたものも多く、小池さん曰く、まるで宝探

しのようで、見つけた時の喜びもひとしおとのこと。 

・ケヤキは小池さんが単性花の本を出そうというきっかけになった植物のひとつ。雌雄同株のケヤキは新枝の基

部に雄花、枝の先端に雌花がつく。ケヤキは公園などで大木が多いが、下枝が垂れ下がっていることが多く、

比較的観察が容易。 

  どんぐりになる花（ブナ科の雌花たち） 

ブックファースト青葉台店の本

棚 
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・小池さんが本の写真撮影に使われたのはオリンパスの TG6というデジカメ。顕微鏡撮影、深度合成といった便

利な機能がついている優れもの。 

 

 

今回小池さんに講師をお願いするにあたり、アマゾン経由で小池さんの著書を購入させてもらった。数ミリしか

ない単性花（特に雌花）を見つけるまで何度も足を運び、撮った貴重な写真が鏤められ、自然ガイドにとって価

値の高い図鑑であることが直ぐに理解できた。 

小池さんはお話の最後に「知好楽」という論語の言葉を引用され、楽しいからこれまで続けられてきたし、今後

も続けていきたいというお話で締めくくられた。見るもの聞くものが新鮮で楽しかった JFIK入会当時に比べ、少

しマンネリ化してきたと感じる昨今。自分自身にとっての楽しさは何かを見つめ直す良い機会を頂いた勉強会だ

った。                                            (嶺記) 

 

■山こい倶楽部  

第 92回企画は、雨のため中止となりました。 

 

■森こい倶楽部 

第四十六回大仏切通から常盤山緑地と深沢鎌倉古道、里山の花と新緑（鎌倉市）は、悪天候のため中止になりま

した。 

 

■鳥こい倶楽部 2023第 6回「奥箱根の野鳥たち」 

日 時：5月 28日(日) 10:00～15:00 晴 

コース：箱根湿生花園(集合)→仙石原湿原周辺散策→ススキ草原(昼食)→車で移動→箱根ビジターセンター→野鳥の

森を含む散策路→箱根ビジターセンター(解散) 

参加者：嶺(案内人)、中澤(均,幹事)、加納、角田、松井、引田、山路、西岡、藏田、久野、*中澤（美） 以上 11名（*一般） 

 

箱根湿生花園は、もとは湿原だった水田の跡地に丘や流れを作り、湿原

植物、山野草、高原植物などが植栽されています。いくつかの区域に分か

れており、嶺さんを中心に皆さんのガイドのもと、順路に沿って散策しまし

た。出発前に、トビが高く飛びました。植物で最初に目についたのは、サン

ショウバラです。富士山や箱根周辺にのみ分布するフォッサマグナ要素植

物で、直径約 6センチの淡紅色の花弁と黄色い葯をつけたたくさんの雄蕊

があります。黒いコマルハナバチ♀がブブブ…ブブブ…と羽音をたててク

ルクル回り、体中に花粉をつけていました。後で上手に脚で集め、花粉塊

を作ります。黄色いコマルハナバチ♂が西岡さんの腕にとまりましたが、刺さ 

コナラとクヌギの雄花 ケヤキ（雌雄同株）4-5月 

満開のサンショウバラ 
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ないので安心です。 

落葉広葉樹林区では、花被片の内側が真白なササユリ、ヤドリギ、オカタツナミソウ、ヤマツツジなどが咲いています。こ

の日は各所でよくキジの声を聞きました。乾いた草原区では、クサタチバナ、カンボクなどを見ました。カンボクはガクアジ

サイのような花ですが、装飾花は蕚ではなく花弁です。低層湿原区では、クリンソウ、タニウツギ、ヒメノキシノブ、シノブな

どを見ました。サトキマダラヒカゲが近くの木道にとまりました。ご挨拶に来て

くれたのかな? ヌマガヤ草原区では、ハマナス、ムシャリンドウが咲き、ウグ

イスが囀っていました。高山のお花畑区では、クロユリ、ミネズオウ、エゾルリ

ソウ、コマクサ、エゾウスユキソウなどを見ました。この地は海抜 650m で、富

士山などの高山よりも 1～2か月早く花が咲きます。 

高層湿原区では、サワオグルマが咲いていました。池の中に大木の根が

ありました。仙石原一帯には大きな木が埋まっていて、「神代杉」と呼ばれて

います。いろいろな年代のものが地下 1～2m の深さから発見され、巨大地

震の度に山から滑り落ちてきて埋まったようです。酸素不足で貧養な湿地で

は有機物を分解する微生物が少なく、埋没した木は腐らずに「神代杉」となるのです。ツバメが池の上を飛びながらでパシ

ャッと水浴びをし、遠くにモズを、木陰にコゲラが見られました。 

仙石原湿原植生復元区では、背の低いアシ原が広がり、遠く

でウグイスとメジロが囀り、アシをそよがせて吹き抜ける風が心地

よかったです。湿生林区では、ギンヤンマとジャコウアゲハが飛

び、ハンカイソウが咲いていました。企画展示では「小さなアジサ

イ展」をやっていて、いろいろな品種を楽しみました。 

ススキ草原に向かう途中、イカル、キビタキ、シジュウカラの囀

りを聞きました。ススキ草原手前の公園で昼食をとりました。道路

脇の高い木のてっぺんで、ホオジロが囀っているのをじっくり見る

ことができました。広々としたススキ草原で集合写真を撮りました。

ここでは、冬季に野焼きを実施しています。 

国指定天然記念物の「箱根仙石原湿原植物群落」を柵越しに

見ましたが、生憎花は見られませんでした。この辺りは約 4 万年

前は巨大な湖で、約 3千年前の火山活動などにより一部が陸地化し、その過程でできた湿原です。80年ほど前は地元の

人たちがヨシやススキを刈り取って利用し、野焼きや草刈が実施されていましたが、利用されなくなると植生遷移が進み、

貴重な湿原植物が消えました。そこで平成元年から冬季に野焼きを再開し、その後、6 月には青草刈りを実施するように

なり、湿原の植物群落維持に努めています。草の中で採餌するキジが見られました。 

箱根ビジターセンターへ移動すると、フォッサマグナ要素植物のマメザクラの実がなっていました。野鳥の森では、アオ

ゲラが一瞬顔を出しました。胸部と腹部の一部が赤い、森林性のムネアカオ

オアリが一頭歩いていました。初見なので、会えて嬉しかったです。切れた葉

っぱが落ちていて、これはムササビの食べ跡で、葉を折って食べるのだと教

わりました。ビジターセンターへ戻り、鳥合わせをして解散しました。 

全体的に鳥は少なかったのですが、学びの多い一日でした。 

＜本日確認できた野鳥＞キジ、キジバト、トビ、コゲラ、アオゲラ、モズ、 

ハシボソガラス、ハシブトガラス、シジュウカラ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、メジ

ロ、ムクドリ、キビタキ、スズメ、キセキレイ、セグロセキレイ、イカル、ホオジロ  

以上 20種類 外来種 ガビチョウ                        (藏田記) 

  

クリンソウの観察 

すすき草原をバックに集合写真 

仙石原湿原のキジ 
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“野菜作り”という野外活動の楽しさ 

R04 鈴木 敏郎 
東京板橋区から 1993 年に現在の横浜の住まいに引っ越して以来、小さな菜園（約 5 坪）で野菜作りを楽しん

でいる。家庭菜園が、運動の一つであると知ったのは、健康診断での問診票で、定期的な運動の選択肢に家庭菜

園が入っていたことからであるが、考えて見ればこれも立派な野外活動の一つである。森林インストラクター試

験勉強で覚えたことは、のど元過ぎれば……の類で忘れてしまったことが多いが、しっかりと記憶に刻まれたこ

とがある。それは、「野外活動はいつでも誰もがいつまでも楽しめる生涯スポーツである。」ということである。

無論、この言葉は、テキストでは「森林の中での野外

活動」を示していると思われるが、広義に解釈すれば、

野菜作りもこの範疇に入る。野外活動の利点として、

高齢者の運動不足解消、健康維持、孤立化の防止もし

っかりと森林インストラクターのテキストに記されて

いるが、正に、高齢化社会における行政目的とも一致

しているわけであり、都筑区誕生 10 周年記念事業と

して発足した「シニア楽農園」事業に 3 年前から参

加して、毎週 1 回の農作業を同じシニア仲間と楽し

んでいる。自分の家庭菜園は、10 種類程度の野菜の

栽培に止まっているが、楽農園では、約 400 坪の畑

で年間 50 種類程の野菜を栽培し、毎週の作業日毎に

何らかの収穫物があり、当日の参加者でこれらを配分し、野菜に

ついては自給自足とまではいかないものの、採りたての野菜を毎

週頂けるという贅沢さを味わっている。 

楽農園は、区内の池辺農業専用地区の一角にあるが、日当たり、

展望とも良く、冬の晴れた日は、丹沢連峰とその背後の富士山が

くっきりと眺められ、爽快な気分で作業がはかどる。但し、日当

たりが良いのが逆に夏は仇となり、熱中症や日射病との闘いとな

る。15 分作業で 10 分休憩？これでは、作業効率はガタ落ちであ

るが、作物の出来よりは健康優先であることは言うまでもない。

楽農園のモットーは“明るく、楽しく、元気よく”であるから。 

ここでは、週 1 回の農作業の他、毎月の様に親睦交流のイベン

トも企画され、講演会、ハイ

キング、見学会等、こちらも

大変楽しい時間である。コロ

ナ禍で、2020、21 年とイベ

ントは殆ど全滅状態であっ

たのが、2022 年から復活し

出し、最近では、ビール工場

の見学・出来立てビールの試

飲、御岳紅葉ハイキング、鎌

倉歴史散歩、キューピー出

張講演会等が実施された。 

イベント後は、必ず開催される懇親会、“若い頃から比べるとめっきり酒には弱くなった”という声も多いが、“問

題なし、其れに勝る口数の多さでお釣りがくる”シニアならではの楽しさがここにある。 

 森林も野菜も生涯スポーツとして楽しんで行きたいものと願っている。 

 

リレーエッセイ 
 

タウンニュースに掲載された記事、右端が筆者 

ある日の収穫物（大根・白菜等） 

楽農園背後の丹沢連峰と富士山 楽農園の畑の状況 
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No.21 横浜市立都筑中央公園   （佐藤 淳） 
▶ 概要 

我が家のある港北ニュータウンには全長約 15kmに亘る遊歩道があり、タウン内のたくさんの公園を縦横に結ん

でいます（グリーンマトリックスと呼ばれて

います）。遊歩道は豊かな緑に包まれており、

広大な市街地の中にあることを忘れさせる

包容力ある空間となっいて心が洗われます。

ご紹介する都筑中央公園はこのマトリック

スの中心に位置しており、面積 19.6haで都

筑区内最大の総合公園として昔ながらの「里

山」を保全した区民の憩いの場となっていま

す。平成 14年(2002年)に開園しましたが、

自宅から徒歩 20分と近く週末のウォーキン

グコースとして通い続けてきました。この公

園と遊歩道を通じて植物に興味を持つよう

になり、森林インストラクターを目指すきっ

かけにもなりました。 

▶ おすすめの植物観察コース 

公園内には「円形広場」、「展望広場」、「ステージ広場」という 3

つの大きな芝生の空間がありファミリーには人気ですが、植物観察

には次の順路がおすすめです。まず「ばじょうじ谷戸」から大きな

竹林を上り稜線沿いに進みます。「境田貝塚」を抜け「杉山神社」か

ら大池に下り、「宮谷戸」に到るコースです。 

スタート地点の「ばじょうじ谷戸」には農業体験用の水田があり、

春には昔ながらに肥料にするためレンゲが一面にピンクの花を咲か

せます。農具置場や体験教室を兼ねた「ばじょうじ谷戸休憩舎」が

あり、背後の竹林のタケを使った竹細工教室や昆虫観察会が開かれ

ます。建物の横には大きなセンダンがあり、初夏には薄紫の花が眼を楽しませます。梅雨の頃には手入れのされ

た数十本のアジサイが花を付けます。（写真右：レンゲとばじょうじ谷戸休憩舎） 

竹林に入り急で長い階段を登ると、公園で一番高い稜線に出ます。稜線沿いには春にタチツボスミレ、チゴユ

リ、ホウチャクソウ、キンラン、ギンラン、エビネ、クマガイソ

ウやコブシ、クロモジ、エゴノキなどの花を楽しめます。「境田

貝塚」（縄文時代前期、約 6000年前のもの）を抜けると「杉山神

社」です。神社は公園の一部となっており平成 18年に旧社を新

改築しました。境内の裏手にはイヌシデやソメイヨシノの大木が

あり歴史を感じさせます。神社から「宮谷戸大池」に下る道沿い

にはたくさんのサクラがあります。大池では 6月頃に池の 3分の

1 がスイレンの花で覆われます。（写真左：宮谷戸大池のスイレ

ン） 
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「宮谷戸」にはテニスコート 1面ぐらいの面積にヒガンバナが

植えられており、秋には地面全体が真っ赤に染まります。また、

谷戸の周りの石垣にはいろいろな種類のシダが生息していて、観

察にはとてもおすすめです。（写真右：宮谷戸のヒガンバナ） 

▶ 鳥類 

 冬の宮谷戸大池にはマガモ、コガモ、ホシハジロ、キンクロハ

ジロ、カイツブリなどが大賑わいで、観察にはもってこいです。

園内全体ではジョウビタキ、シロハラ、ツグミなどの冬鳥、アオ

ゲラ、コゲラ、コジュケイ、シジュウカラ、メジロ、カワセミな

どの留鳥も観察されます。 

▶ 港北ニュータウン開発モニュメント 

 昭和 43年（1968年）から始まったニュータウン建設の完成を

記念して、平成 9 年（1997 年）に建てられた記念碑が展望広場

にあります。地域住民、住宅都市整備公団、横浜市の 3者を表現

する 3つの孤が繋がって円環を形作っています。（写真左：港北

ニュータウン建設事業記念碑） 

▶ ハイテク炭焼き施設 

 宮谷戸とばじょうじ谷戸の 2 箇所に炭焼き施設があります。排

煙をガスバーナーで焼却し無公害化するハイテク炭焼きで、市街

地内での炭焼きを可能にしています。炭焼き会員募集しています。 

■ アドバイス 

  

▶ ネイチャークラフト 

毎月第 4 日曜日 10:00～15:00 に円形広場で、JFIK の白木さん（H17）がネイチャークラフトの講習会を開

催しています。 

▶ 都筑里山倶楽部 

指定管理者の NPO法人として各種自然観察会、田植えなどの農業体験、炭焼き指導、竹細工指導、季節毎の

フェスタなどを毎週のように開催しており、自然に親しむ絶好の機会が提供されています。 

イベント情報や入会申込み等については、下記指定管理者のホームページをご覧ください。 

▶ 昼食＆休憩 

園内には売店がありませんが、最寄り駅の「センター南」周辺のショッピングモールでいろいろなものが購

入できます。 

▶ アクセス 

 公共交通機関：横浜市営地下鉄「センター南」駅から徒歩約 5分 

 マイカー：公園内駐車場 24時間年中無休 

有料（8～22時 30分/100円、22～8時 60分/100円、駐車後 24時間 最大 1000円） 

▶ 基本情報 

 所在地：横浜市都筑区茅ヶ崎中央 2260 

 指定管理者：NPO法人都筑里山倶楽部 

 公式 HP：都筑里山倶楽部 https://tzksatokura.org/ 

https://tzksatokura.org/
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あきた森づくり活動サポートセンター 総合情報サイト 

http://www.forest-akita.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

今回は本でなく、Webサイトの紹介です。 

文字を読むのが苦手で、図鑑の文字が頭に入ってこない私は、植物等を調べるのに、写真の多く乗っている Web

サイトをよく愛用しています。過去には”川崎”のサイトがあらゆる角度からの情報を紹介しており良かったの

ですが、残念ながらこのサイトがなくなり、その後は”松江”、”関西（西宮）”、”三河”等のサイトを多く

見てきました。最近は、この「あきた森づくり活動サポートセンター」のサイトがよく引っかかるようになりま

した。 

このサイトの特徴は、特集記事：昆虫シリーズ、樹木シリーズ、山菜採りシリーズ、山野の花シリーズ、野鳥シ

リーズです。各シリーズでは、最初から 50から 250程度の目次が示されており、この目次に従って、1週間に 1

回程度記事がアップされていっています。例えば、樹木シリーズでは、現時点で 230中 194までの記事が出てい

ます。また、単独記事として、春を彩るサクラ、クマの生態と対策 もあります。写真の多さ、いろいろな角度

からの紹介や、一般的な参考文献を載せているのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

樹木シリーズ 37 ケヤキ では、50 枚の写真を使い、名前の由来、花、実、散布、紅葉、樹形、御神木、樹皮

の曲物、野鳥（カワラヒワ、マヒワ、イカルなど）、ムササビ、材、清水寺の舞台の柱、臼と杵、和太鼓等が紹介

され、最後に参照文献が 14 冊紹介されています。 

興味のあるシリーズを網羅的に学んだり、また、特定の動植物についていろいろな角度から調べたりするのに利

用すると有用なサイトだと思います。                               （EX） 

  

月刊ブックレビュー 

http://www.forest-akita.jp/


JFIK会報 2023年 6 月号 

- 21 - 

 

 

 

5月度の会員異動 

5月26日現在  会員数160名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：5月26日（金）19：30～21：00 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事13名、監事1名、会員3名 計17名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

     名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

     （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

編集後記 

コロナ流行前の活動に戻ってき

ました。夏のジュニアフォレス

ター教室も泊りでキャンプがで

きそうです。会員各位も奮って

参加しようではありませんか！

（かじうら） 

関東もそろそろ梅雨入りで

すね。梅雨入り前から梅雨明

けの夏本番の活動が待ち遠

しいです！(松山) 
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